
滋賀で暮らそ。
意外と都会 ほどよく田舎がちょうどいい

= 滋賀のお祭り編 =
２０２３年１月21日（土）1３:00～１５:００

主催：滋賀移住・交流促進協議会 滋賀県総務部市町振興課地域戦略支援係
共催：認定NPO法人ふるさと回帰支援センター 東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館8階

◆ゲスト◆

オンライン
生配信

定員30名
参加無料

東京オフィス2023年 第１３回ふるさと暮らしセミナー

ショーン・フミエンツキさん
ヒノブルーイング株式会社
取締役

のや みゆき

野矢 美幸さん
一般社団法人ワンダフル
ライフ

◆ふるさと暮らしセミナープログラム◆
1３:00 イントロダクション

地域紹介 日野町企画振興課
１３:1５ 滋賀のお祭り（日野曳山祭）について紹介

日野祭囃子の生演奏
１３:3５ ゲストトーク 滋賀での暮らしについて

ショーン・フミエンツキさん ・ 野矢 美幸さん
１４:１０ しがIJU相談センターの紹介 ほか
14：30 個別相談会
※個別相談会は事前予約制・先着順です。

参加申込み時にご予約ください。
※プログラムは変更になる場合があります。

滋賀らしいワーケーション
滋賀での暮らし

セミナー参加後のアンケートにご回答いただいた方に
びわこ文具（ふせんorクリップ）をプレゼントします！！

滋賀県の南東部、鈴鹿山脈の山麓から西へ広がる湖東平野に位置する日野町。
この地域には、850年以上の歴史をもち、県の無形民俗文化財に指定されている『日野曳山祭』
という伝統行事があります。
今回は、祭りをテーマに滋賀県をご紹介します。祭りに欠かせない祭囃子の生演奏もあります！
また、日野町に移住されたお2人をゲストに迎え、滋賀県でのリアルな暮らしや、祭りなど地域の
行事を通じた地元住民の方との交流について、お話を伺います。

日野祭曳山囃子方交流会の
皆さんによる祭囃子生演奏
もお楽しみください！！



滋賀の暮らしの特徴

若者が多い若者が多い

・平均年齢は4５.９歳で年齢の若い順で全国４位です。
(令和２年国勢調査／総務省)

・年少人口割合（15歳未満の総人口に占める割合）
は13.４％で全国２位です。
(人口推計（令和３年10月1日現在）／総務省)

魅力的な仕事が多い魅力的な仕事が多い

・製造業（従業員４人以上の事業所）に
おける１事業所当たり付加価値額は
11億1,384万円で全国２位です。
(2020年工業統計調査／経済産業省)

便利で豊かな生活便利で豊かな生活

・人口10万人当たりの百貨店・総合スーパー数は
2.05店で全国２位です。
(平成26年経済センサス基礎調査（確報）
卸売業、小売業／総務省)

健康でいきいきとした生活健康でいきいきとした生活

・男性平均寿命は8２.7３歳で全国１位、
女性平均寿命は8８.２６歳で全国２位です。
(令和２年都道府県別生命表の概況／厚生労働省)

ふるさと回帰支援センターHPに記載の
申込みフォームからお申込みください。

※セミナー終了後の個別相談会は事前予約制
となりますので、ご希望の方は参加申込み時に
ご予約ください。

【お問合せ先】
しがIJU相談センター

TEL: 090-2730-4793
E-Mail : shiga@furusatokaiki.net

お申込み・お問合せ先 申込みフォーム

＊詳しくは、移住ポータルサイト「滋賀ぐらし」をご覧ください。
https://www.pref.shiga.lg.jp/iju/

オンラインセミナーの参加方法

本セミナーは、ＷＥＢ会議システム「zoom」を
使用して、オンラインで開催します。

【参加方法】
➀セミナー主催者からメールで

受け取った招待ＵＲＬをクリック
➁（初回のみ）zoomをインストール
➂（スマホ、タブレットのみ）

ミーティングID、パスワードを入力
【注意】通信料はご自身での負担となります。

Wi-Fi環境でのご参加をお勧めします。

◆ゲストプロフィール◆

ショーン・フミエンツキ さん ヒノブルーイング株式会社 取締役

ポーランド出身。1996年にアメリカに移住し、大学時代に出会った滋賀県
日野町出身の女性と結婚。2006年に来日して近江八幡市に移住し、その後
2010年からは、日野町に家を建てて移り住む。日野祭を通して出会った、地元
で酒屋を営む田中宏明さん、イギリス人のトム・ヴィンセントさんと意気投合し、
祭りに合うビールを作ろうと、ヒノブルーイング株式会社を設立。当初は、英会
話教室運営の傍らでのビールづくりだったが、現在はクラフトビール製造を本
業にしている。

のや みゆき

野矢 美幸 さん 一般社団法人ワンダフルライフ

鹿児島県出身。第一子出産後も東京で働きながら子育てをしていたが、子ど
もともっとのびのびとした環境で過ごしたいという思いから、滋賀県日野町へ移
住。日野祭に関われる西大路地区の築100年を超える古民家で暮らしている。
昨年6月まで外資系企業で勤務していたが、「もっとまちづくりに関わりたい」と、
退職。現在は自治会事務局を担う傍ら、サラリーマン時代に学んだ論理的思考
をまちづくりに反映させるためのワークショップなども開催。好きな言葉は「ポジ
ティブ」


